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事前に備えるべき目標（旧計画）

1 直接死を最大限防ぐ

2
救助・救急、医療活動が迅速に行われ
るとともに、被災者等の健康・避難生
活環境を確実に確保する

3 必要不可欠な行政機能は確保する

4
必要不可欠な情報通信機能・情報サー
ビスは確保する

5 経済活動を機能不全に陥らせない

6
ライフライン、燃料供給関連施設、交
通ネットワーク等の被害を最小限に留
めるとともに、早期に復旧させる

7
制御不能な複合災害・二次災害を発生
させない

8
社会・経済が迅速かつ従前より強靱な
姿で復興できる条件を整備する

事前に備えるべき目標（令和５年度改正）

1
あらゆる自然災害に対し直接死を最大
限防ぐ

2

救助・救急、医療活動が迅速に行われ
るとともに、被災者等の健康・避難生
活環境を確実に確保することにより関
連死を最大限防ぐ

3 必要不可欠な行政機能は確保する

4 経済活動を機能不全に陥らせない

5

情報通信サービス、電力等ライフライ
ン、燃料供給関連施設、交通ネット
ワーク等の被害を最小限に留めるとと
もに、早期に復旧させる

6
社会・経済が迅速かつ従前より強靱な
姿で復興できる条件を整備する

旧「項目７」を
新「項目４」等に
統合し削除

旧「項目４・６」を
新「項目５」に統合し
旧「項目４」を削除

主要改定点１ 国・県の計画改定への整合

令和５年７月に改定された国の計画では、計画の根幹となる「リスクシナリオ」が「８項目」から「６項目」
に整理・統合され記述順序などが変更されています。
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主要改定点２ 令和７年度以降の重要業績指標の具体化（一例）

〇令和６年度までの達成状況等を評価し、次期（～令和１１年度）の重要業績指標を設定

現行の計画 改定案

重要業績指標の達成度の評価

〇災害時応援協定締結数
令和６年度１２月時点
８４件（年度末時点の見込み：８６件）締結

〇事業継続力強化支援計画
令和５年度策定済み

令和６年度～令和１１年度における
重要業績指標の設定
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主要改定点３ 令和６年能登半島地震の教訓の反映（一例）

令和６年能登半島地震の教訓を反映し、避難所環境の改善、孤
立想定地域に対する対策、治安悪化への対策などについて現在
の訓練や取組の実施状況等を踏まえ充実を図りました。

現行の計画 改定案
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区分 重要業績指標 令和元年度の状況 令和６年度の目標 令和６年度末の達成状況（見込み）の評価

行政施策

受援計画の策定 未策定 策定済 ・令和５年度に策定完了。次期指標を受援計画に基づく「受援体制の整備」に変更

名張市総合防災訓練の実施 実施済み 継続 ・コロナ禍により令和２・３年度は、実施規模を縮小したが期間を通じて実施

災害応援協定締結数 ６３ ６６ ・令和５年度時点で８４件達成、６年度末時点で８６件のとなる見込み

告知放送受信機配布台数 ７,３４３台 ９,３４３台
・令和６年度時点の配布数９,１８０台 希望者配布のため、数値目標の適否要検討
・対象者要件の要綱改正により対象者が相当数減少するため指標の見直しが必要

物資拠点施設整備 未整備 整備済 ・令和５年度に物資拠点開設検証を実施し、必要な資機材等の整備を継続中

地震等災害への備えの割合 ３９．２％ ４５％ ・令和５年度の名張市総合防災訓練における意識調査で５２％を達成

特設公衆電話回線設置避難所 ４２ ５０ ・令和４年度５０か所設置完了、令和４年度以降継続して開設訓練を実施中

出前トークの実施数 １８件 ２２件 ・コロナ禍で件数が低下、令和６年度は１２月時点で２０件、６年度末に達成見込み

ハザードマップの作成 配布済み 継続 ・令和４年度にハザードマップの改定を実施し、各戸配布済み、今後も継続

防災井戸登録件数 ３６ ４１
・令和６年１２月時点３４件登録 令和３年度に２か所増加した一方で所有者の死
去、移転、枯渇により４か所減。引き続き募集を図り、現有数を維持

耐震性貯水槽の設置数 １８２基 １９１基
・水利整備計画に基づき公設の耐震性貯水槽を整備し、また、私設防火水槽の新設が
増加したことにより、指標を達成

消防団員の人数 ４４８人 ５００人
・令和６年４月１日時点での団員数３９１人。様々な広報媒体の活用やイベント
等において団員募集を促進しているが、若年層の市外転出や高齢化の進行が団員
の減少につながっている。今後は、指標の見直しの検討も必要

消防団活動協力員の人数 １５３人 ２５０人
・令和６年４月１日時点での活動協力員数１５２人。高齢化の進行が活動協力員の
減少につながっている。今後は、指標の見直しの検討も必要

主要な重要業績指標の達成状況（令和６年度末時点の見込みを含む。） 【参考資料】
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重要業績指標 令和元年度の状況 令和６年度の目標 令和６年度末の達成状況（見込み）の評価

行政施策

避難確保計画の作成及び計画
に基づく避難訓練

１施設 継続
・避難確保計画（水害）策定済。避難訓練はコロナ禍等の状況により未実施

の年度があるが、引き続き実施 対象校：赤目中学校

避難確保計画の作成及び計画
に基づく避難訓練

４施設 継続
・避難確保計画（土砂災害）策定済。避難訓練はコロナ禍等の状況により未

実施の年度があるが、引き続き実施
・対象校：名張小学校、薦原小学校、箕曲小学校、名張中学校

保健医療
福祉

避難確保計画の作成及び
計画に基づく避難訓練

保育施設 ２施設 ５施設（Ｒ５） ・避難訓練等実施済

放課後児童
クラブ

３施設 継続 ・避難訓練等実施済 ハザードエリアの変更により２施設に変更

感染症対策訓練実施地区 実施済み 拡大 ・実施地区の拡大を継続中

産 業

農村地域防災減災事業実施地区数 １ ２ ・概ね指標の数値は達成する見込み

事業継続力強化支援計画 未策定 策定済 ・令和５年度に策定完了(計画期間 令和６年４月１日～令和１１年３月３１日)

農地や農業用水等を保全するための共
同活動に取り組んだ活動組織数

２４ ２５
・令和６年度末時点での活動組織数 ２１組織
・高齢化に伴う共同作業や活動継続の困難化により組織数が減少したが、今後
も引き続き数値の向上に努めることが必要

長寿命化・防災減災整備計画数(累計) ４ ５ ・概ね指標の数値は達成する見込み

農地や農業用施設等を保全するための
共 同活動に取組んだ集落協定数

１５ １５ ・概ね指標の数値は達成する見込み

野生鳥獣による農作物の被害金額 11,220千円 10,099千円
・令和６年度末時点での農作物の被害金額見込み ９，７０５千円
大規模侵入防止柵の設置を随時行っているため、達成する見込み

国土保全 狭あい道路の拡幅整備進捗率 ０％ ５．０％ ・未達成 ０％（財政上・人員不足等のため）

住環境

昭和５６年以前建築の木造
住宅耐震診断受診率

１８．６％(Ｈ２９)２３．０％（Ｒ４）・達成（２３．８９％：Ｒ４）

浄水施設の耐震率 １００％(Ｈ３０) １００％（Ｒ５） ・令和６年度においても１００％を継続中

主要な重要業績指標の達成状況（令和６年度末時点の見込みを含む。） 【参考資料】
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部局名 主要な改正事項

なばりの未来創
造部

・ 関連計画の名称等の変更に伴う時点修正、改定された上位計画との整合
・ 受援計画の策定完了に伴う修正
・ 能登半島地震の教訓等に鑑み、避難所環境の改善、孤立地域対策、被災地の治安の維持等に係る対策の強化
・ デジタル化（防災ＤＸ）の推進に関する追記
・ 危機管理関連施策に係る令和７年度以降の重要業績指標の設定

総務部 ・ 誤記の修正、表記の適正化等

福祉子ども部 ・避難所環境の改善、災害ボランティア（名張市社会福祉協議会）との連携等に係る対策の強化
・福祉子ども部関連施策に係る令和７年度以降の重要業績指標の設定

産業部 ・事業継続力強化支援計画の策定完了に伴う修正
・産業部関連施策に係る令和７年度以降の重要業績指標の設定

都市整備部 ・令和５年度から耐震性のない空き家住宅を解体、除却に対する費用補助、住宅の倒壊による人的被害を未然に防止
するために、令和７年度より耐震シェルター設置の費用補助を実施する旨を追記

・表記の適正化、都市整備部関連施策に係る令和７年度以降の重要業績指標の設定

教育委員会 ・避難所の環境を整えるため、指定避難所となる小中学校の施設については名張市学校施設長寿命化計画に基づき整
備する旨を追記

上下水道部 ・ 表記の適正化、上下水道部関連施策に係る令和７年度以降の重要業績指標の設定

消防本部 ・震災時における消防水利確保のため、耐震性貯水槽の整備と既存防火水槽の長寿命化、
・総合防災訓練等の取組である消防団を中心とした各地域の初期消火及び救助活動等の体制構築の追記

・消防本部関連施策に係る令和７年度以降の重要業績指標の設定

各部の主要改定事項
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